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1デジタル処理による語学教材の制作
一一言 語 教 育 マ ル チ メデ ィア ラボ を利 用 して
藤 枝 美 穂
1.は じめに
パ ソコンが学校や一般家庭 に も普及 し,マ ルチ メデ ィアを と りま く環
境 は 日一』日と変化 してい る。 外 国語 教育 の領 域 で もCALL(Computer
-AssistedLanguageLearning)の実践 研 究 が 盛 んに行 わ れ る よ うに
な って きた。 しか しなが ら,市 販 のマルチ メデ ィア教 材 の絶対数 は まだ
まだ少 な く,さ まざまな学 生の レベルに合 った教材 を探 すの は困難 な状
況 にある。た とえ適 当 な教材 が見つ か った として も,価 格が高 く,学 生
数 にみ あ うだ けの教材 をそ ろ える こ とは容 易 で は ない。 その 上,オ ペ
レーシ ョンシステムや その他 の環境 の違 いか ら教材 を使用 で きない場合
が あ った り,教 材 が個 人学習 を念頭 に作 られ てい るため授業 との連携 を
考慮 した設計 に なっていないな ど,ソ フ ト面 で はまだ まだ課題 が多 い。
そ うした状況 の中,教 育現場 では学部 を上 げて語学 学習 システ ム構築
に大が か りに取 り組 んでい る大学(立 命館大学,千 葉 大学 な ど)や ,シ
ステムの中 に教師 が簡単 に マルチ メデ ィア教材 を制作 で きる よ うなオー
サ リング ソフ トを組 み入れ てい る大学(広 島市立大学,東 海大学 な ど)
な ど,各 大学 独 自に教 材 開発 に取 り組 んで い る。 また それ とは対 照 的
に,規 模 は小 さいが,教 師個 人が対象 となる学 習者 の レベルや ニーズに
合わせた教材 づ くりを している事例(杉 森,1995;土屋,1996など)も
数 多 く報 告 され てい る。
この よ うな ソフ トウ ェア不足 の現状 を踏 ま} ,筆 者 がかかわ ってい る
プ ロジ ェク トで はrLLの 活 性化 をめ ざ した異文 化理解 を促進 す るマル
チ メデ ィア語学学 習 システ ムの開発1)」を テーマに,新 しい視 点 に立 っ
た教材設計 と具体 的 な教 材開発 を進 めて きた。本稿 はその一部 として,
マル チ メデ ィア教材 の制作過 程 を報 告す る もので あ る2)。 学 習 システ ム
の全体構造 と目的 につ いて は別稿(藤 枝,1997)にゆず る と して,本 稿
2では本学言語 研究 セ ソターの教材開発室 の設備 を利 用 して制 作 した教材
の開発過程 を述べ る。 尚,筆 者 は コソ ピュータの専門家で はないので,
あ くまで も語学教 師 として,対 象 とな る学 習者 の レベルや ニーズに即 し
た教材づ くりを コン ピュー タとい う一手法 を用 いて試み たfと い う立場
か ら論 を進 めたい。
2.コ ン ピュー タ を使 ったマルチメデ ィア教材の意義







個別学習によ り学習者が 自分のペースで取 り組む ことができる
情報の多層化,イ ンタラクテ ィブ化が可能 なので,学 習者のレベ
ルに合わせ,情 報量を調節できる
音声,動 画,静 止画,文 字 とい う様 々な情報 を,複 合的に提示で
きる
課外時間に コンピュータ学習をす ることで,不 足す る外国語学習
時間を少 しで も増やす ことができる
な どが考 え られ る。実 際 の授業 設 計 として は,一 斉授 業 を対 人間 の コ
ミュニケーシ ョソ活動 の場 とし,そ の下準備 として コンピュータに よる
個別学習 を位 置付 けてい る。 本教材 では,映 画 を素材 と して,台 詞 の分
析や 聞 き取 り,お よび重要語 句の意味確認,デ ィクテ ーシ ョンな どを通
じて,個 別学 習後 の一斉授 業で十分 なオ ーラル アクテ ィビテ ィがで きる
ための演 習を揃 えた。
3.マ ル チメデ ィア教 材制作 の流 れ
図1に マルチ メデ ィア教 材制作 の大 まかな流れ を示す。情報 の種類 は
動画,音 声,静 止画,文 字 の4種 類 に分 け られ るが,コ ソ ピュータ上 で
処理す るには,ま ず手持 ちの情報 をす べて デジタル化す る必要が ある。
VHSやBetacamとい った アナ ログ ビデ オ は,コ ソ ピュータ内 に設
置 された ビデオボ ー ドを使 って デジタル化 され る。一度 デジ タル化 され
た動 画情 報 は,コ ン ピュー タ上 で前後 を入 れ替 えた り,複 製 を作 った
り,字 幕 を挿 入 した り,画 面切 り換 えの効果 を入れた りす る ことが 自由
にで きるよ うになる。 これ までのアナ ログ編 集 と違 い直 線的 で ない(ノ









































オ ー サ リ ン グ
ひ とつ の ソ フ トで




図1マ ルチ メデ ィア教材制作 の流 れ
カセ ッ トテ ープや ビデ オテ ープに入 った音楽 や ナ レーシ ョンも ビデオ
ボー ドを通 してデ ジタル化す る。 デジ タル化 した音声 デ ータは音声編集
ソフ トを使 ってエ コーをか けた り,ピ ッチを変 えるな ど,さ まざ まな効
果 を加 え ることが で きるほか,細 か な ファイルに音声 を分割 した り複製
を作 る ことが容易 にで きる。 この他 の音声 デー タと しては}音 楽 用CD
や効 果音 を集めたCD-ROMな ど,す でにデ ジタル化 された音 を取 り込
んで編 集加工 をほ どこす こ ともで きる。
写真 や図版 な どはイ メージスキ ャナ とい う機器 でデ ジタル化 す る。 イ
4メージスキ ャナで取 り込 んだデ ータは拡 大縮 小,変 形,複 製,色 の変更
な どがで きるよ うにな る。 また,ソ フ トウェアを使 って コンピュータ上
で直接 図形や絵 を描 き,そ れを教 材 に取 り込 む こともで きる。
最後 に文字 デ ータであ るが,手 書 き原稿 な どはキ ーボ ー ドを使 って入
力す る。 また最近 で は文 字認識 ソフ トの性能 が向上 し,活 字 印刷 された
文字 であれぽ 日本語 で も英語で もイメージスキ ャナで読 み込 んだ後,文
字認識 ソフ トを使 うことで テキス トデ ータが得 られ るよ うになった。
こ うした さまざまな機器 を使 ってデ ジタル化 された情報 は,ま ず各 々
個 別 の ソフ トウェアで教材 と して使 いた い形 に編 集加工 す る必要 が あ
る。 そ して編集加工 し終わ った情報す べて を統 合す るのが オーサ リング
(Authoring)と呼 ばれ るプ ロセ スで,こ の段 階 で初 め て全 ての部 品 が
ひ とつ の作品 にま とめ上 げ られて い く。
4.開 発環境
4.1.パ一ードウエア
次 に,本 教 材 の 具 体 的 な開発 環境 を説 明す る。 開発 はMacintoshを
プラ ッ トフ ォーム とし,教 材開発室 の ノソ リニアデ ジタル ビデオ編集 シ
ステ ムMEDIA100を中心 とす るシステム と,そ れ以外 の ソフ トが入 っ
た20号館314号室 の教 師用 マ シ ソを中心 とす る メインシ ステムを使 い分
ける形 で行 なわれた。(1996年7月時点)
教 材開発室=MEDIA100を 中心 とす る ノン リニアデ ジタル ビデオ編
集 シス テ ムは図2の よ うに各 種 ハ ー ドウ ェア と ソフ トウェアが一 体 と
な った総合 シ ステ ムであ る。
実際 の環境 は図2に デー タ交 換用 のMOド ライ ブ と外 部音 声入 力 を
す るた めの音声切 り換 え装置 を加 えた構成 とな ってい る。
・YowerMacintosh9500/132RAM160MBHD2GB
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図2MEDIA100を 中心 と した一 般 的 シ ス テ ム 構 成 図
(Image&Measurement社)
PowerMacintosh9500/132RAM64MBHD2GB
・MOド ラ イ ブ1GB
。イ メ ー ジ ス キ ャ ナ
。プ リソ タ
こ の 他 に メ イ ン シ ス テ ム に ネ ッ トワ ー クi接続 され たMacintosh8500/
120(RAM24MB,HD2GB)を サ ブ マ シ ン と し て 適 宜 使 用 した 。
4.2.ソフ トウェア
4.2.1.動画の編集加工
Image&Measurement社に よる ノン リニァデ ジタル ビデ オ編 集 シス
テ ムMEDIA100を 使用 した(図3)。 ビデオ デ ッキか ら動 画 を デジ タ
ル化 して取 り込 み,そ の後 はその映像 を 自由に編集 で きる。 本教 材で は
必要画面 を静1L画像 として取 り出 した り,画 面上 に字幕 や タイ トル を入
れた り,画 面 の切 り換}効 果 を入れた りした ものを,で きる限 り圧縮率








を メ イ ン マ シ ソに 移 動 す る形 で 素 材 を 作 成 した。 ま た ス タ ジ オ で
Batacarnに収録 した音声 をMEDIA100を使 ってデ ジタル化 し,AIFF
形 式 に変換 して メインマ シンに移動 した。
4.2.2.静止画の編集加工
代表的 な画像編集 ソフ トで あ るAdobe社のPhotoshoPを主 に使 用 し
た(図4)。 画面 の デザ イ ンや部 品 はほ とん ど この ソフ トを使 って作成
し,そ れ をPICTフ ァイル形 式 に変換 してオ ーサ リン グ ソフ トに読 み
込 んだ。
4.2.3.音声の編集加工
Macromedia社のSoundEdit16を使用 した。音声編集 のための ソフ
トで本教材 では音声 の増 幅,エ コーな どの効果 をつ けた り,い くつかの
細 かなま とま りに音声 フ ァイルを分割す るため に使 った。 図5の よ うに
画面上 に波形 が表示 され,部 分的 に も細 かな加工 がで きるよ うに なって
いる。
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図4Photoshopの 操 作 画 面
図5SoundEdit16の 操 作 画 面
4.2.4.オー サ リング
Macromedia社のDirectorを使 用 した(図6)。 本 来 は ア ニ メ ー シ ョ
ン を 作 る た め の ソ フ トで あ る が,オ ー サ リン グ ソ フ トと し て も最 も標 準
的 に 使 わ れ て い る。Directorでは 画 面 の こ と を 「ス テ ー ジ 」,個hの 部
8図6Director操作 画 面
品 を 「キ ャス ト」,時 間の流れ に した が ってそれ ぞれ の キ ャス トの動 き
を指 定 す る部 分 を 「ス コア」 と呼 び,さ らに専 用 の ス ク リプ ト言 語
Lingoを使 って様 々な要素 を リンクさせた りインタ ラクテ ィブ性 を もた
せた りす る ことが で きる。MEDIAIOO,PhotoshoP,SoundEdit等で
作 成 した素材 を は じめ,効 果音 や ク リップァー トを集 めたCD-ROM,
イ ソタ 一ーネ ッ トの 関 連 ホ ー ム ペ ー ジ か ら も情 報 を収 集 してDirectorに
取 り込 み,教 材 としてま とめあげてい った。 この段階で は高度 な専 門知
識 が必要 とな るため,今 回 の開発 で は こち らの意 向 を絵 コソテ等 で伝
}
rプ ログ ラ ミソグを外部 の技術者 に委託 した3)。
5.コ ン ピ ュ ー タ を使 っ た マ ル チ メ デ ィ ア 教 材
次 に,今 回 映 画 を 利 用 し て 開 発 した 教 材4)につ い て 第1課 を 例 に,プ
ロ グ ラ ミ ン グ を 委 託 す る ま で に 行 っ た 作 業 と今 後 の 課 題 を制 作 面 か ら述
べ る。 全 体 の 構 成 は 図7の よ うに な っ て お り,オ ー プ ニ ン グ の ア ニ メ ー
シ ョ ソ に 続 い て メ イ ン メ ニ ュ ー が 表 示 さ れ,そ こ か らScript,ru-
ture,Vocabulary,LinguisticComprehension,PartialDictationの




















図7制 作 したマルチメデ ィア教材の構成
5.1.Script
Scriptは全部 で24ページか らな り,以 下の情報 が含 まれ てい る。
1.第1課 の 台詞 全 文:口 語 特 有 の 省略(gonnaなど)は,標 準 的
な表記(isgoingto)に改 めた。
2.映 画の オ リジナル音声:非 常 に低 い音 声や聴 きづ らい部 分 は除外
した。
3.映 画の静止画:表 示 され てい る台詞 と関連 のあ る映画 の シー ンを
取 り出 した。
4.注 意語 句 の意 味 と解説(文 字):注 意 語句 は第1課 中 に約80の注
釈 をつ け,文 中の意味 だ けで な く別 の言 い回 しや文法 的 な説 明な
ど詳 しい解説 を加 え,写 真や絵 も資料 と して取 り入れた。
5。 注意語句 の さらに詳 しい 日本語解説:文 字 と音声 に よる提示 を し
た。
6。 ネイテ ィブス ピーカーがゆ っ くりと台詞 を読 んだ音声 二解説 が表
示 され てい る注意 語句 を含 んだ台詞 の一文 をゆ っ くりと読 んでい
る。
オ リジナル音声 を何 度 も繰 り返 して聴 くこ とがで きる よ うに した他,
台詞 中の注意語句 を マ ウスで ク リックす る と語 句の意味 が表示 され るよ
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うに し た 。 日本 語 の 意 味 が 表 示 され た 領 域 に は さ ら に2つ の ボ タ ソが あ
り,そ の うち の ひ と つ を 押 す と さ ら に 詳 し い 解 説 が 日 本 語 音 声 で 流 れ
る。 も う一一つ の ボ タ ン を 押 す と,ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー5)がゆ っ く り と
台 詞 を 読 ん だ 音 声 が 聞 こ え る よ うに な っ て い る。
た と え ば 図8は,TheDocsetallhisclockstwenty-fiveminutes
slow.の解 説 で あ る。 台 詞 中 のtwenty-fiveminutesslowの部 分 を ク
リ ッ クす る と,画 面 左 下 に 解 説 が 「(時計 が)25分 遅 れ て 」 と表 示 さ れ
る。 さ ら に そ の 中 のHelpボ タ ン を 押 す と,twenty-fiveminuteslate.
twenty-fiveminutesbehind.twenty-fiveminutesfast.の3例が 提 示
さ れ る と 同 時 に 音 声 で 「遅 れ て と い う 日本 語 に 惑 わ さ れ て,twenty-
fiveminuteslateとは 言 わ な い よ うに 気 を つ け て く だ さ い 。twenty-
fiveminutesbehindとい う こ と も で き ま す 。 進 ん で い る 場 合 は,
twenty-fiveminutesfastです 。」 と解 説 が 聞 こ え る。
Scriptは最 も 情 報 量 の 多 い サ ブ メ ニ ュ ー で あ り,学 習 に 必 要 な 情 報
が 一 元 化 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス で あ る。 制 作 面 と して は,語 句 解 説 原
稿 の 執 筆 お よ び 日本 語 解 説 音 声 収 録,ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー に よ る音 声
収 録 収 録 した 音 声 の デ ジ タ ル 化 と フ ァ イ ル 分 割,テ キ ス トの 入 力,画
面 作 成,各 種 ボ タ ソ作 成 を 行 っ た 。 大 量 の フ ァ イ ル を 管 理 し な け れ ぽ な
ら な い 点 が 困 難 で あ っ た 。 フ ァ イ ル 名 の つ け か た,整 理 方 法 を 改 善 す る
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図9Culture:Coins&Billsの 画 面
な どの課題 が残 ってい る他,静 止画 と文字 を よ り有機 的 に関連 づ け るイ
ソター フ ェースの改善が望 まれ る。
5.2,Culture
Cultureはこの 課 に 関 連 し た ア メ リカ 文 化 を 紹 介 し て お り,3つ の ト
ピ ッ ク を 扱 っ て い る。
1.Music:デ ィ ス ク ジ ョ ッ キ ー 風 の ナ レ ー シ ョ ン が 流 れ る 中,80年
代 の ヒ ッ ト曲 と そ のCDジ ャ ケ ッ トを マ ッチ さ せ る!T-°__._ム。
2.Sports:80年代 に 流 行 し た エ ア ロ ビ ク ス と フ ィ ッ トネ ス ブ ー ム
を 紹 介 す る ナ レ ー シ ョ ン と ビデ オ 。
3.Coins&Bills:ア メ リ カ合 衆 国 の 硬 貨 と紙 幣 の 紹 介 の 後,様 々
な 国 の 紙 幣 の 中 か ら ア メ リカ合 衆 国 の 紙 幣 を 探 し 当 て る ゲ ー ム。
Musicでは 曲 目の 選 定,ジ ャ ケ ッ トの 画 像 取 り込 み,音 楽CDか ら の
音 声 取 り込 み と編 集,DJ用 原 稿 執 筆,ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー に よ る 音
声 収 録 と そ の デ ジ タ ル 加 工,画 面 お よ び ボ タ ソ の 作 成 を 行 った 。
Sportsでは 参 考 文 献 の 選 定,ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー カ ー に よ る 音 声 収 録
VHSビ デ オ か ら の 動 画 取 り込 み と 編 集 画 面 お よ び ボ タ ン の 作 成 を
行 っ た 。Coins&B{Ilsでは外 国 紙 幣 の 収 集,紙 幣 と コ イ ソ の ス キ ャナ
取 り込 み,画 面 お よ び ボ タ ソ作 成 を 行 っ た 。 この サ ブ メzで は 適 切
な資料を外部から収集する苦労があった。教材作成の主要 目的のひとつ
が異文化理解であるため,今 後 はこの部分をさらに充実 させてい く必要
がある。
5.3.Vocabulary
VocabularyはScript学習 後,重 要 語 句 の 意 味 が 正 確 に 把 握 さ れ て い
る か を 確 認 す る 多 肢 選 択 問 題 で あ る。 オ リジ ナ ル 音 声+静 止 画+文 字 で
問 題 が 提 示 さ れ,学 習 者 は 問 題 文 中 の 重 要 語 句 の 意 味 を4つ の 選 択 肢 の
中 か ら選 び ク リ ッ クす る 。"Almost!","Bingo!"など,正 誤 を 判 断 す
る ユ ー モ ラ ス な フ ィ ー ドバ ック 音 が 流 れ,間 違 い の 回 数 が 増 す と フ ィ ー
ドバ ック の 表 現 が 大 げ さ に な る よ うプ ロ グ ラ ム され て い る。 ま た ,解 答
後 はScriptにジ ャ ソ プ で き る ボ タ ン が 表 示 さ れ,関 連 す るScriptの
ペ ー ジ に戻 っ て 答 え を 確 認 で ぎ る。Script参照 後 は 再 びVocabularyに




制 作 面 で は,問 題 執 筆 と画 面 お よ び ボ タ ン作 成 を 行 っ た 。 結 果 的 に 印
刷 教 材 の 演 習 と あ ま り変 わ ら な い パ タ ー ン に な っ て し ま っ た こ と が 反 省
点 で あ る。 現 状 で は,や み く も に4つ の ボ タ ン を ク リ ッ クす る こ と で 正
解 と な っ て し ま うた め,学 習 者 の 知 的 活 動 を さ ら に 引 き 出 す よ うな ナ ビ
IT='.___ショ ソ な りイ ン タ ー フ ェ ー ス を 考Lる 必 要 が あ る
。 マ ウ ス を ク リ ッ
クす る た け で は真 の イ ン タ ラ ク テ ィ ビテ ィ(双 方 向 性)と は い}な い の
で,次 の 課 で は そ の 点 を 改 善 した い 。
5.4.LinguisticComprehension
LinguisticComprehensi()nはス トー リー の 内 容 理 解 を 確 認 す る 正 誤
問 題 で あ る 。 内 容 に 関 す る8問 の 正 誤 問 題 が2組,計16問 用 意 され て い
る。1組 目の8問 は 図10の よ うな 構 成 に な っ て い る 。
問 題 文 は 文 字+音 声+静 止 画 で 提 示 さ れ,学 習 者 がTrueま た は
Falseいず れ か の ボ タ ン を 押 し て解 答 す る と モ ノ ク ロ の 背 景 が カ ラ ー に
変 化 す る。 カ ラ ー に な っ た 静 止 画 上 を ク リ ッ クす る と映 画 の オ リジ ナ ル



















































図10LinguisticComprehension1組目 の 構 造
音 声 が 聞 こ え,何 度 も繰 り返 し聞 く こ と が で き る。 誤 答 の 場 合 に は 内 容
を 理 解 す るた め の3つ の キ ー ワ ー ドが 提 示 され,問 題 文 が 画 面 に 残 る。
正 解 の 場 合 は キ ー ワ ー ドや 問 題 文 は 取 り払 わ れ,静 止 画+オ リジ ナ ル 音
声 の み で,聴 く こ と に 集 中 す る 。
そ の 他,こ のLinguisticComprehensionでは,1組 目 の 問 題 を 全 て
終 了 し た 時 点 でScriptボタ ン が 表 示 され,そ れ を 押 す とScriptヘジ ャ
ン プ し て 答 え を 確 認 で き,Scriptから はPreviousボタ ン で 再 びrn-
guisticComprehensionセこ戻 っ て 練 習 の 続 き を 行 う こ とが で き る よ うに
した 。
こ の セ ク シ ョ ン の も う一 つ の 特 徴 は,1組 目の8問 で た ず ね た 内 容 を
2組 目で は 表 現 を 変}て 再 度 問 い,学 習 者 の 理 解 を 確 実 な も の に し よ う
と し て い る点 で あ る。 例 え ば,1組 目 の1問 目の 問 題 文 はMartyhas
neverbeenlateforschool.(True)であ る の に 対 し,2組 目 の 第1問
は表 現 を 変}-ti...てThisisnotthefirsttimeforMartytobelatefor
school.(True)とい う問 題 文 が 提 示 さ れ る。
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制作面 では,問 題作 成,画 面 お よびボ タン作成,イ ンス トラクシ ョン
お よび問題文 の ネイテ ィブス ピー カーに よる音声吹 き込 みを行 った。課
題 としては,問 題 の提示 方法 の有効性 を確認す る必要 があ る と感 じて い
る。つ ま り,こ の よ うな問題 提示だ と ミク ロレベルの内容確認 はで きる
が,ス トー リー全体 を通 じて,例 えぽ登場 人物 の人 間関係が どの よ うに
な ってい るか な ど,マ ク ロレベルに把握す る視 覚的情報 が不足 し,学 習
者 が この演 習をす る ことで果た して話 の筋 が理解 で きて いるかが疑 問で
あ る。
5.5.PartialDictation
PartialDictationは細 か い台詞 を聞 き取 る練 習 問題 で あ る。第1課
では映画 の ス トー リー全体 を理解す る鍵 とな る 「30年前 に時 計台 に落 ち
た稲妻 と,現 在 の市 長の方針」 を扱 う。 まず全体 の流 れを オ リジナル音
声 と動画 で通 して見た後,台 詞 は三分割 され,そ れぞれの画面で ゲーム
の よ うな整序 問題 が展開す る。整序問題 の画面 は三種三様 で色鮮や かな
もの に なって い る。学 習者 は音 声 を も う 一・度 聴 く前 に,車 や ジ ェ リー
ビーソ(図11)を マ ウスで ドラ ッグして並 べ替 えなが ら,文 頭の語句 に
続 け て文章 を完成 させ る。 そ の後Checkボタンで正誤 を確 認 し,誤 答
の場 合 は並 べた語 句 が も との位 置 に戻 って しま う。 そ の際TryAgain
ボ タンが表示 され,音 声が繰 り返 し再 生 され るので,そ れ を頭 に入れ て
か ら再度整序 問題 に挑戦す る。語句 を並 び替 えなが ら音声 を聞 くことは
で きない よ うに なってい るため,学 習老 は意 味の ま とま りを しっか りと
記 憶 し て か ら並 べ.一 の作 業 を す る こ とに な る。 正 解 の 場 合 に は
Checkボタソを押 す と下 に隠 れ て いた画像 全体 が効 果音 と共 に現わ れ
る。
制作面 で は,問 題 作成,音 声収録,画 面 ・ボタン ・その他 の部品 の作
成 を行 った。 このサ ブメニューが最 もプ ログラ ミングが複雑 だ ったが,
その結果,こ の演習が最 もイ ンタラクテ ィブ性 が高 く,試 用時の学習者
の反応 もよか った。
6.今 後の課題
本研究はまだ試作段階であ り,今後は形成的評価 を重ね,使 う側の意
デジタル処理による語学教材の制作ig
図11PartialDictation画面
見 も多 く取 り入れなが ら改善を加 えてい く必要があることはい うまでも
ない。特に学習効果を上げるためのナ ビゲーシ ョンやインターフェース
の問題は,今 回直面 した課題 のひとつである。今後 は学習履歴を記録す
るなどして,学 習老が実際にどの ようにコンピュータと対話 しているの
かを探 り,必要な機能,不 必要な機能 を洗い出して改善に役立 てたい。
さらに今回外部委託 してプログラミングした ものを枠組み として,素
材を差 し替えることで複数課作成 し,来年度の授業で実際に使用 してそ
の効果を検証 したいと考 えている。
注
1)本研究は平成8年 度文部省科学研究費補助金(基 盤研究B課 題番号
07558027,研究代表者:東 洋学園大学 浅野博)を 受けている。
2)開発にあたっては,保 崎則雄氏から機器の環境設定や ソフ トウェアの
選定にあたって,在 外研修先のマサチューセ ッツ工科大学 か ら,最 新
清報 も含め有益 なア ドバイスをいただいた。具体的 な制作は,鈴 木広
子氏が教材設計 と演習問題作成を,筆 者が素材加工 と技術面 を主に担
当した。




4)本研究の 目的は,未 来志向型の教材設計・制作である。独 自の映像を制
作する時間的余裕がないため,入 手 しやすい市販の映像を と考 え,映
画を素材 とした。従 って,作 品はあ くまでも試作の レベルを越 えるも
のではな く,通常の教材制作 のよ うに市販 を目的とす るものとは性質
を異にする。
5)マーク・メニ ッシュ氏(文 化服装学院講師),ジ ュデ ィ・ハ ラダ氏(河 合
塾講師)に 音声収録および英文校閲をしていただいた。御協力に対 し
ここに深 く感謝す る次第である。
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